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Editor & Staff

Special Thanks

Information
印刷物などの制作をお考えの方に、資料を無料にて送付いたします。当社Webサイトよりお気軽にお問い合わせください。
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編集後記
今年の冬は、平年よりも暖かくな
る可能性が高いというニュースを
耳にしました。超がつくほど寒がり
の自分にはありがたいお話です
が、油断は禁物。社内でも体調不
良の方がちらほらと。乾燥の季
節、みなさまも体調管理を徹底
し、元気にお過ごしください。さ
て、今号のアドリブはいかがでし
たか。特集テーマは「間接部門の
逆襲」ということで、何だか鬼気
迫るものがありますね。普段なか
なかフォーカスされない部門かも
しれませんが、実は会社の未来の
鍵を握る超重要ポジションなので
す。間接部門の強化は、組織の成
長に直結します。今一度スポット
をあて、今後不可欠となってくる
広報・マーケティングの戦略を打
ち立ててみてください。 （M.K）

1901N05

23区内の駅の手作りくじを引き、街歩
きをしてイラストマップをつくる！とい
う趣味を始めました。一番最近は「矢
口渡」駅へ。地方から上京した自分に
とって、いろんな東京を知れることが
楽しいです。頻度は高くないですが、
マイペースに続けようと思います。

Staff Voice
くじ引きで東京散策

Staff Voice 何度も言いたくなる言葉

（S.H）

（M.K）

「企画に必要なスキルを身に
つける!」をテーマに、企業
ツールの全体像を学ぶ講義
や紙媒体制作時のサンプル
探し、営業力強化を目的に、
企画書作りやこれまでの営
業活動の振り返りを実施。各
講義、内容盛りだくさんで充
実した勉強会となりました。

News オフィス移転からもうすぐ１年!

オフィスを移転したのが昨年
2月。新たな拠点に移り、もう
すぐで1年が経とうとしてい
ます。移転前や直後は何かと
バタバタしましたが、今はすっ
かり慣れました。春から社員
も増えるため、今は少し大き
く感じるオフィスもちょうどい
い広さになりそうですね。

News インタビューが掲載されました

パートナー企業のHPに当社代
表のインタビューが掲載されま
した。「Webマーケティングっ
て実際どう?」「リスティング広
告で商品やサービスを売りた
い.. .」と考えている方、当社
ホームページのトピックスペー
ジからリンクに飛べますのでぜ
ひ読んでみてください。

11月、取材で京都のサントリー
山崎蒸溜所へ。ウイスキーの銘
柄「山崎」を製造している工場
です。お土産コーナーに立ち
寄った際、ふと母の好物である
ことを思い出し、ウイスキーボ
ンボンを買って帰りました。ウ
イスキーボンボン…可愛い語
感で何だか好きです。

News 内定式&懇親会を開催しました!

10月1日、アドバンド株式会社では2019年度入社予定者
の内定式＆懇親会を開催しました。来年は新たに5名の新入
社員を迎える予定です。実は、これだけの人数を一度に採
用するのは会社としても初の試みです。内定者のみなさん、
改めましてアドバンドを選んでいただきありがとうございま
す。春からまた一段とオフィスが賑やかになります。まだまだ
先かと思いきや、あと3ヶ月ほど。あっという間ですね。4月
からみなさんと一緒に働けることを今からとても楽しみにし
ています。残りの学生生活も思う存分満喫してくださいね。

News 社内勉強会を実施 Take Free!
本誌は広報ご担当者様に有益な
情報を、定期的に発信する無料
情報誌です。今後、定期購読を
希望される方は、お気軽にお申
し込みください。

件名に「adLive希望」、
本文に社名・部署名・氏名・住所を
ご記入ください。

info@adband.co.jp�
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特
集 
間
接
部
門
の

逆
襲



ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
は
周
知
の
よ
う
に
、
会
社
に
は
直
接
部
門
と
間
接
部
門
が
あ
り
ま
す
。

右
肩
上
が
り
の
時
代
に
は
、
本
業
で
〝
お
金
を
稼
ぐ
〞
前
者
に
ば
か
り
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
こ
と
が
多
く
、

〝
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
〞
と
さ
え
揶
揄
さ
れ
る
後
者
は
、
い
わ
ば
裏
方
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
間
接
部
門
の
代
表
で
あ
る
、
広
報
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

今
や
欧
米
の
大
企
業
・
中
堅
企
業
に
お
い
て
、
C
M
O
※
は
ご
く
当
た
り
前
の
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
E
S
G
投
資
と
い
う
言
葉
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
の
非
財
務
情
報
を

的
確
に
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
広
報
活
動
の
見
直
し
を
図
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
で
は
生
産
労
働
人
口
の
減
少
を
背
景
に
〝
採
用
広
報
〞
、
つ
ま
り
新
卒
採
用
に
力
を
注
ぐ
企
業
、

あ
る
い
は
従
業
員
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
向
上
を
ね
ら
っ
た
〝
社
内
広
報
〞
に
取
り
組
む
企
業
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
に
伴
う
企
業
間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、

広
報
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
関
心
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

た
と
え
老
舗
と
し
て
長
く
安
住
し
て
き
た
有
名
企
業
で
も
、
成
長
ど
こ
ろ
か
現
状
維
持
も
難
し
い
時
代
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
、
間
接
部
門
の
役
割
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

直
接
部
門
が
〝
花
〞
な
ら
ば
、
間
接
部
門
は
〝
香
り
〞
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
香
り
が
良
く
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
美
し
く
見
え
る
花
も
台
無
し
で
す
。

今
号
で
は
広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
間
接
部
門
に
着
目
。

そ
の
役
割
の
変
化
や
今
後
の
方
向
性
、
さ
ら
に
ア
イ
テ
ム
づ
く
り
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

他
人
に
花
を
も
た
せ
よ
う
。

自
分
に
花
の
香
り
が
残
る
。斎

藤 

茂
太
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の
づ
く
り
は
ニ
ッ
ポ
ン
の
お
家

芸
で
あ
る
。

資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
で
は
戦
後
、
原

材
料
を
輸
入
し
て
製
品
と
し
て
加
工
、
欧

米
に
輸
出
し
て
外
貨
を
稼
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
成
長
し
て
き
た
。
高
品
質
、
小
型

軽
量
化
、
使
い
勝
手
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、

い
ま
だ
に
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
へ

の
信
仰
は
決
し
て
衰
え
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、 〝
も
の
づ
く
り
〞
の
優
秀
さ
ゆ
え
に
、

日
本
の
弱
点
が
露
呈
し
つ
つ
あ
る
。
弱
点

と
は
広
報
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
そ
う
、

伝
え
る
ス
キ
ル
だ
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
神
話
に
は
、「
優
れ

た
製
品
を
作
れ
ば
、
自
然
と
売
れ

る
も
の
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
根

底
に
あ
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
そ

の
も
の
に
の
み
価
値
が
存
在
す
る
。

わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
お
客
様
に
伝
え

る
の
は
、
む
し
ろ
恥
ず
べ
き
こ
と

と
い
う
わ
け
だ
。
た
し
か
に
供
給
が
需
要

に
追
い
つ
か
な
い
状
況
、
た
と
え
ば
高
度

経
済
成
長
期
に
は
そ
も
そ
も
選
択
肢
が
な

く
、
品
質
が
良
く
て
故
障
し
に
く
い
製
品

を
作
れ
ば
売
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
現
代
は
、
そ
の
頃
と
は
対
照
的
だ
。

先
日
、
家
電
量
販
店
に
「
掃
除
機
」
を

買
い
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
売
り
場
に

は
と
こ
ろ
狭
し
と
国
内
・
海
外
メ
ー
カ
ー

の
製
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
数
は

ざ
っ
と
50
機
種
以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
機
種
を
試
し
て
み
た
の
だ
が
、

「
コ
ー
ド
レ
ス
」
な
ど
よ
ほ
ど
明
確
な
差
別

化
が
な
い
限
り
、
正
直
い
っ
て
性
能
の
ち

が
い
は
良
く
分
か
ら
な

い
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的

に
い
う
と
、〝
選
択
肢
が

多
け
れ
ば
選
べ
な
い
〞
の

で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
製
品
に
の

み
価
値
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ

ろ
が
昨
今
、
特
に
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
と
い
わ
れ

る
製
品
は
国
内
外
の
競
合
他
社
が
増
え
、
製

品
の
性
能
や
機
能
に
ち
が
い
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
、
よ
ほ
ど
分

か
り
や
す
い
差
異
や
、
奇
抜
な
形
状
、
も
の

づ
く
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
な
い
限
り
、
な

か
な
か
購
入
に
ふ
み
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
家
電
製
品
の
よ
う
な
B 

t
o 

C

だ
け
で
は
な
い
。
B 

t
o 

B
で
も
ま
っ
た

く
同
様
の
現
象
が
起
き
て
い
る
。
多
く
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
異
業
種
か

ら
の
参
入
障
壁
は
ま
す
ま
す
低
く
な
り
、

業
界
が
入
り
乱
れ
て
顧
客
獲
得
競
争
が
激

化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
O
A
機
器
の
販

社
が
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
を
斡
旋
す
る
。
税
理

士
法
人
が
代
理
店
と
し
て
保
険
を
取
り
扱

う
。
よ
ほ
ど
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
で
な
い
限
り
、
製

品
そ
の
も
の
で
競
合
他
社
と
差
別
化
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
企
業
や

製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝

え
、
ブ
ラ
ン
ド
を
感
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
の
だ
。

の
中
の
動
き
に
対
し
て
、
企
業

に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ご
周

知
の
よ
う
に
、
企
業
に
は
直
接
部
門
と
間

接
部
門
が
あ
る
。
前
者
は
、
研
究
、
開
発
、

製
造
、
営
業
な
ど
、
企
業
の
売
上
に
直
接

貢
献
し
て
い
る
部
門
。
後
者
は
、
総
務
、

人
事
、
経
理
、
財
務
、
広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
主
に
本
社
機
能
を
中
心
と
し
た

サ
ポ
ー
ト
部
門
だ
。
こ
れ
ま
で
は
経
営
戦

略
を
語
る
時
、
直
接
部
門
に
関
す
る
テ
ー

マ
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
製
造
部
門
へ

の
設
備
投
資
、
営
業
部
門
の
増
員
、
研
究

開
発
へ
の
投
資
な
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

昨
今
、
す
ぐ
に
売
上
に
つ
な
が
る
わ
け
で

は
な
い
間
接
部
門
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。

C
M
O
と
い
う
役
職
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
経
営
チ
ー
ム
の
最
高
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
責
任
者
と
し
て
、
販
売
促
進
や
顧
客
ニ
ー

ズ
の
観
点
か
ら
、
組
織
全
体
の
方
向
性
や

戦
略
立
案
に
関
わ
る
役
職
だ
。
あ
る
調
査

に
よ
る
と
、
欧
米
で
は
有
力
企
業
の
5
割

以
上
が
C
M
O
を
設
置
し
て
い
る
の
に
比

べ
、
日
本
企
業
で
は
1
％
に
も
満
た
な
い

と
い
う
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
価
値

を
理
解
す
る
経
営
層
は
少
な

く
、
顧
客
に
価
値
を
伝
え
る

取
り
組
み
は
、
い
ま
だ
不
十

分
な
の
が
現
状
だ
。

日
本
企
業
に
お
い
て
、
最

近
ま
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
間
接
部

門
は
軽
視
さ
れ
続
け
て
き
た
。
そ
の
理
由

は
単
純
で
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
も
ど

う
に
か
売
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
し
か
し
今

後
は
大
企
業
で
も
例
外
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
技
術
革
新
に
よ
り
時
代
の
変
化

が
加
速
し
、
い
よ
い
よ
本
腰
を
入
れ
な
け

れ
ば
製
品
が
売
れ
な
い
時
代
に
突
入
し
た

か
ら
だ
。
い
ま
や
、
ど
の
業
界
で
も
優
良

な
見
込
客
を
生
み
出
す
こ
と
が
、
最
大
の

関
心
事
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
企
業

で
は
、
営
業
部
門
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

兼
任
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
活
動
が

仕
組
み
化
で
き
て
い
な
い
。
大
手
企
業
で

す
ら
、
テ
レ
ア
ポ
や
訪
問
営
業
が
中
心
の

会
社
も
少
な
く
な
い
。
ま
し
て
や
、
オ

ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
や
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

広
告
に
代
表
さ
れ
る
W
e
b
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
い
た
っ
て
は
、
一
部
の

B 

t
o 

C
企
業
以
外
は
ほ
と
ん
ど
成
果
を

生
ん
で
い
な
い
。
日
本
は
技
術
で
は
先
進

国
だ
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
い
た
っ
て

は
典
型
的
な
後
進
国
な
の
で
あ
る
。

は
同
じ
く
間
接
部
門
の
ひ
と
つ
、

広
報
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

顧
客
の
み
を
対
象
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
の
最
大
の
ち
が
い
は
、
企
業
の
あ
ら

ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
を
対
象
と
す
る
点

で
あ
る
。
顧
客
、
就
職
希
望
者
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
、
株
主
・
投
資
家
、
金
融
機
関
、

地
域
住
民
な
ど
対
象
は
幅
広
い
。
た
だ
し
、

目
的
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
同
様
で
、
企

業
価
値
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
。
つ
ま
り

ブ
ラ
ン
ド
構
築
で
あ
る
。

顧
客
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
。
見
込

客
を
集
め
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
促

進
す
る
の
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ら
、
主

に
マ
ス
コ
ミ
の
記
者
に
対
し
て
ニ
ュ
ー
ス

バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
情
報
を
発
信
し
、
記
事

と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
の
が
広
報
。

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
記
者
発
表
会
な
ど
を

通
じ
て
、
自
社
の
取
り
組
み
を
広
く
伝
え

る
の
が
主
な
仕
事
だ
。
T
V
、
新
聞
、
雑
誌
、

ラ
ジ
オ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
加
え
た
マ

ス
広
告
の
力
は
い
ま
だ
健
在
。
自
社
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
や
企
業
自
体
が
マ
ス

コ
ミ
の
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
直
結
す
る
。

一
方
、
超
・
売
り
手
市
場
を
背
景
に
、

新
卒
学
生
を
中
心
と
し
た
就
職
希
望

者
へ
の
「
採
用
広
報
」
も
重
要
な
課

題
だ
。
内
定
辞
退
や
離
職
率
の
増
加
。
そ

し
て
仕
事
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、
人
が

採
用
で
き
な
く
て
倒
産
…
…
。
な
ど
と
い

う
笑
え
な
い
話
も
聞
く
。
く
わ
し
く
は
次

の
ペ
ー
ジ
に
ゆ
ず
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
企
業

で
採
用
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
社
会
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

上
場
企
業
で
あ
れ
ば
株
主
・
投
資
家

へ
の
広
報
、
つ
ま
り
I
R
が
欠
か
せ
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
I
R
は
法
律
で
定
め

ら
れ
た
決
算
短
信
や
有
価
証
券
報
告
書
、

機
関
投
資
家
向
け
の
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
レ

ポ
ー
ト
、
個
人
投
資
家
向
け
の
株
主
通

信
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
財
務
情
報
に
偏
っ

た
も
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、「
E
S
G
投
資
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
環
境
（Environm

ent

）・

社

会
（S

o
cial

）・
企

業

統

治

（G
overnance

）
な
ど
、
非
財
務
情
報
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
欧
米
の
機

関
投
資
家
を
中
心
に
関
心
を
集
め
た
、
企

業
価
値
を
測
る
新
た
な
評
価
方
法
だ
。
売

上
高
や
利
益
な
ど
過
去
の
実
績
を
示
す
財

務
情
報
を
重
視
し
た
投
資
に
対
し
、

E
S
G
投
資
は
中
長
期
的
に
み
た
企
業
の

持
続
的
成
長
を
判
断
基
準
と
し
、
財
務
指

標
か
ら
は
見
え
な
い
リ
ス
ク
を
検
討
で
き

る
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
た
手
法
で
あ
る
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
し
て
、

S
D
G
s

（S
ustainable D

evelopm
ent 

G
oals

）
が
あ
る
。SD

G
s

は
2
0
1
5
年

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も
の
。

国
連
加
盟
1
9
3
か
国
が
2
0
1
6
年
〜

2
0
3
0
年
の
15
年
間
で
達
成
し
よ
う
と
、

17
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば

C
S
R
活
動
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
も
の

と
し
て
、
導
入
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る

よ
う
だ
。

た
し
か
に
広
報
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、

と
も
に
企
業
の
間
接
部
門
で
は
あ
る
。
優

れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
出
し
、
消

費
者
に
販
売
す
る
直
接
部
門
と
は
ち
が
い
、

実
際
に
売
上
に
貢
献
し
て
は
い
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
お
伝
え

し
た
よ
う
に
、
製
品
や
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド

を
顧
客
が
認
知
で
き
な
け
れ
ば
、
売
上
に

つ
な
が
り
に
く
い
時
代
。
さ
ら
に
就
職
希

望
者
や
投
資
家
を
中
心
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
へ
の
P
R
は
ま
す
ま
す
重
要
な
活
動

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
間
接
部
門
の

強
化
は
、
組
織
に
成
長
に
直
結
し
て
い
る

の
だ
。

ま
す
ま
す
高
ま
る

間
接
部
門
へ
の
期
待

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

品
質
だ
け
で
な
く

〝
伝
え
る
〞力
を
高
め
る

間
接
部
門
を
軽
視
し
続
け
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
後
進
国

ニ
ッ
ポ
ン

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

直
結
す
る
広
報
は
あ
ら
ゆ
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
が
対
象

も

世

で
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究
開
発
を
強
化
す
る
た
め
、

M
&
A
を
行
う
。
生
産
性
を
高
め

る
た
め
、
新
し
い
工
場
を
つ
く
る
。
こ
の

よ
う
な
直
接
部
門
の
改
革
に
は
時
間
と
コ

ス
ト
が
伴
う
上
、
そ
の
決
断
は
容
易
で
は

な
い
。
市
場
の
変
化
や
競
合
の
動
き
、
経

済
事
情
に
も
よ
る
た
め
、
じ
っ
く
り
と
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
広
報
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
間
接
部
門
の
改
革
は
、

経
営
陣
の
決
心
さ
え
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
づ

く
り
に
は
多
少
の
手
間
は
か
か
る
だ
ろ
う

が
、
費
用
対
効
果
は
ま
ち
が
い
な
く
大
き

い
は
ず
だ
。

広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
て
、

企
業
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
│
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
ブ
ラ
ン
ド
は
社
外
に
向
け
た
も

の
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
社
内
向
け
（
イ

ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
こ
そ
重
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
業
員
が
製
品
や
企

業
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
意
識
が
低
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
や
就
職
希
望
者
な

ど
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

に
、
そ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
各
々
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
ふ
ま
え
3
つ
の
視
点
か
ら
ブ
ラ
ン
ド

構
築
を
検
討
す
る
。

①
販
売
促
進 

M
A
R
K
E
T

②
人
材
採
用 

R
E
C
R
U
I
T

③
組
織
強
化 

S
Y
N
E
R
G
Y

の
3
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
上
場
企
業
で

あ
れ
ば
投
資
家
を
対
象
と
し
た
I
R
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
や
ポ
イ
ン
ト
、
制
作
す
る

ア
イ
テ
ム
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
。

目
的
を
ひ
と
言
で
い
う
と
、「
見
込
客
と

の
接
点
を
持
つ
こ
と
」
で
あ
る
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
現
在
は
競
合
が
多
く
差
別

化
が
難
し
い
時
代
。
ま
た
、
B 

t
o 

C
や

B 

t
o 

B
を
問
わ
ず
、
お
客
様
は
売
り
込

み
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
見
込

客
の
課
題
・
悩
み
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
見
込
客
と
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
見
込
客
の
属
性
（
年
齢
・
性
別
・
収
入
・

嗜
好
な
ど
）
ご
と
に
見
合
う
情
報
を
伝
え

る
。
見
込
客
は
、
製
品
へ
の
専
門
知
識
に

疎
く
、
あ
な
た
の
会
社
の
こ
と
な
ど
知
ら

な
い
と
心
得
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
、
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
お
客
様
の

メ
リ
ッ
ト
」
で
あ
り
「
製
品
の
ス
ペ
ッ
ク
」

で
は
な
い
。

販
売
促
進
に
お
け
る
見
込
客
と
の
接
点

づ
く
り
に
は
、
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
。

展
示
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
会
、
テ
レ
ア
ポ
、

メ
ル
マ
ガ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
そ
し

て
今
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
リ
ス
テ
ィ
ン

グ
広
告
や
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
な
ど

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
た
だ
し
、
忘

れ
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
1
つ
あ
る
。

見
込
客
は
あ
な
た
と
の
接
点
を
考
え
た
場

合
、
必
ず
訪
問
す
る
の
は
W
e
b
サ
イ
ト

だ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
見
込
客
か
ら
の
共

感
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
次
の
接
点
を
持

つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
の
時
代
は
何
よ

り
も
、
ま
ず
W
e
b
サ
イ
ト
の
充
実
を
図

る
。
そ
の
上
で
、
ブ
ラ
ン
ド
を
感
じ
さ
せ

る
営
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
動
画
を
使
っ
た

魅
力
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

制
作
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

少
子
化
で
生
産
労
働
人
口
が
減
る
な
か
、

い
ま
採
用
市
場
が
熱
い
。
い
い
意
味
で
は

な
く
、
人
材
の
取
り
合
い
が
激
化
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
部
の
ブ
ラ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
企
業
は
と
も
か
く
、
優
れ
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
健
全
な
企
業

で
も
、
採
用
に
は
大
変
苦
労
し
て
い
る
と

聞
く
。
優
秀
な
人
材
の
採
用
は
お
ろ
か
、

人
員
の
確
保
す
ら
困
難
な
企
業
も
少
な
く

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
規
模
の
同
じ
業

態
で
も
、
採
用
で
き
る
企
業
と
採
用
で
き

な
い
企
業
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
極
化
が

進
ん
で
い
る
の
だ
。

原
因
の
す
べ
て
と
は
言
わ
な
い
が
、
採

用
に
苦
労
す
る
企
業
に
共
通
す
る
の
は
、

広
報
に
弱
点
が
あ
る
こ
と
だ
。
特
に
新
卒

採
用
で
は
主
な
対
象
者
が
大
学
生
。
彼
ら

は
P
C
で
は
な
く
ス
マ
ホ
で
就
活
情
報
を

見
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
と
こ
ろ
が
、

い
ま
だ
多
く
の
企
業
の
W
e
b
サ
イ
ト
は

マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
対
応
に
な
っ
て
い
な
い
。

し
ば
し
ば
ピ
ン
チ
ア
ウ
ト
す
る
ス
ト
レ
ス

以
上
に
大
き
な
問
題
は
、
学
生
が
「
時
流

に
合
っ
て
い
な
い
会
社
だ
」
と
感
じ
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
る
。
優
秀
な
人
材
が
入
社

し
、
活
躍
す
る
貢
献
度
を
考
え
れ
ば
、

W
e
b
サ
イ
ト
を
改
訂
す
る
コ
ス
ト
な
ど

わ
ず
か
な
も
の
だ
。「
会
社
の
W
e
b
サ
イ

ト
が
イ
ケ
て
い
な
い
…
」
そ
う
感
じ
る
な

ら
、
今
す
ぐ
改
訂
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

一
方
、
案
外
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
の
は

印
刷
物
の
効
果
だ
。
見
映
え
が
よ
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
高
い
入
社
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
エ
ン
ト
リ
ー
者
に
郵
送
す
る
こ
と
で
、

会
社
説
明
会
へ
の
動
員
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
融
合

す
る
と
効
果
的
だ
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
は
従
業
員
の
意
識
を
変
え
る
こ
と

が
大
事
だ
と
お
伝
え
し
た
。
見
込
客
や
就

職
希
望
者
な
ど
社
外
へ
企
業
価
値
を
発
信

す
る
な
ら
、
ま
ず
は
経
営
層
を
含
め
、
従

業
員
自
身
も
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。
会
社

の
規
模
が
大
き
く
な
り
人
員
が
増
え
る
と
、

他
部
門
へ
の
関
心
が
う
す
く
な
る
。
す
る

と
、
会
社
の
方
針
や
方
向
性
を
全
体
で
共

有
し
に
く
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
企
業
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
ベ
ク
ト

ル
を
統
一
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
工

夫
が
必
要
と
な
る
。

い
ま
多
く
の
会
社
で
は
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
を
導
入
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
情
報
共
有
に
は
効
果
的
だ
が
、

従
業
員
の
意
志
統
一
や
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
関

心
を
促
す
に
は
十
分
で
は
な
い
。
一
般
的

に
W
e
b
媒
体
は
実
体
が
な
い
た
め
、
価

値
を
感
じ
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
勤
務
中
に
自
ら
ア
ク

セ
ス
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
人
の
意

思
に
依
存
す
る
。
そ
こ
で
、
印
刷
物
に
よ

る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
出
番
だ
。

ま
ず
、
効
果
的
な
も
の
と
し
て
社
内
報

が
あ
る
。
た
だ
し
、
発
行
す
れ
ば
い
い
と

い
う
姿
勢
で
は
効
果
が
な
い
。
社
外
の
人

が
読
ん
で
も
面
白
く
、
価
値
を
感
じ
る
く

ら
い
の
誌
面
づ
く
り
が
重
要
だ
。
そ
の
た

め
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
こ

だ
わ
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
指
標
と

し
て
、
就
活
中
の
大
学
生
が
「
こ
の
会
社

に
入
社
し
て
、
仲
間
に
な
り
た
い
！
」
と

思
え
る
よ
う
な
ア
イ
テ
ム
に
し
た
い
。
社

内
報
以
外
に
は
、理
念
ブ
ッ
ク
、記
念
誌
（
社

史
）
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
実

態
の
あ
る
印
刷
物
が
効
果
的
だ
。

報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
成
長

企
業
に
と
っ
て
、
も
は
や
間
接

部
門
で
は
な
く
〝
成
長
エ
ン
ジ
ン
〞
と
い

え
る
。
お
客
様
に
と
っ
て
選
択
肢
が
増
え
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
ま
す
ま
す
高
度
化
・

複
雑
化
す
る
社
会
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ブ
ラ
ン
ド
が
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
C
R
M
や
B
I
ツ
ー

ル
の
発
達
に
よ
り
、
デ
ー
タ
を
集
め
る
の

は
容
易
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
広
報
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
に
は
、
デ
ー
タ

分
析
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
や
リ
サ
ー
チ

能
力
、
そ
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。
顧
客

や
市
場
と
の
対
話
に
お
け
る
窓
口
と
し
て
、

課
題
や
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ら
を
開

発
や
営
業
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
つ

ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
後
押
し
を
担

う
と
い
う
こ
と
だ
。「
真
に
重
要
な
企
業
活

動
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

で
あ
る
」
こ
れ
は
ピ
ー

タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
箴

言
で
あ
る
。
ま
さ
に
直
接

部
門
と
間
接
部
門
の
両
輪

こ
そ
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
企
業
成
長
を
可
能
に
す

る
の
だ
。

い
ま
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
お

客
様
を
中
心
と
し
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
と

の
「
共
創
」。
そ
の
た
め
に
も
広
報
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
担
う
役
割
や
機
会
は
増
え

て
い
く
は
ず
だ
。

テーマ❷
人材採用 RECRUIT

ス
マ
ホ
を
想
定
し

マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
対
応

入
社
案
内
の
郵
送
で

採
用
活
動
を
優
位
に

テーマ❸
組織強化 SYNERGY

こ
だ
わ
り
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て

社
内
の
イ
ン
ナ
ー

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
推
進

テーマ❶
販売促進 MARKET

見
込
客
の
〝
受
け
皿
〞
は

W
e
b
サ
イ
ト

ス
ペ
ッ
ク
で
は
な
く

メ
リ
ッ
ト
で
共
感
を
得
る

3
つ
の
テ
ー
マ
で

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

販
売
促
進
、人
材
採
用
、組
織
強
化

特
性
を
ふ
ま
え
ア
イ
テ
ム
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

研

市
場
ニ
ー
ズ
を

直
接
部
門
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
と
の

共
創
の
役
割
を
担
う

広
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報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
担
当

者
に
と
っ
て
、
制
作
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
外
部
の
発
注
先
選
び
は
と
て
も
重

要
だ
。
印
刷
物
で
あ
れ
W
e
b
サ
イ
ト
で

あ
れ
、「
伝
え
る
」「
魅
せ
る
」「
表
現
す
る
」

こ
と
が
得
意
な
制
作
会
社
を
選
べ
る
か
ど

う
か
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
も
大
き
な
差

が
出
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
W
e
b
サ
イ
ト
の
発
注
先
に
つ
い

て
。
星
の
数
ほ
ど
あ
る
W
e
b
制
作
会
社

の
中
か
ら
、
自
社
の
目
的
に
合
う
発
注
先

を
選
ぶ
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
。
そ

こ
で
、
複
数
の
制
作
会
社
に
声
を
か
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
知
る
こ
と
を
オ

ス
ス
メ
す
る
。
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
バ
な
ど

技
術
力
が
あ
り
、
E
C
の
よ
う
な
大
規
模

サ
イ
ト
が
得
意
。
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
や

S
E
O
、
M
A
な
ど
W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
運
用
に
強
み
が
あ
る
。
予
算
の
限

ら
れ
る
中
小
企
業
の
実
績
が
豊
富
…
…
。

制
作
会
社
に
は
必
ず
強
み
と
特
徴
が
あ
る
。

た
だ
し
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
の
刷
新

を
希
望
す
る
な
ら
技
術
よ
り
も
コ
ン
テ
ン

ツ
、
つ
ま
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
理
解

が
重
要
。
コ
ン
セ
プ
ト
メ
イ
ク
や
取
材
を

含
む
編
集
・
コ
ピ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
強

い
制
作
会
社
を
選
ぶ
と
、
間
違
い
が
な
い

は
ず
だ
。

一
方
、
印
刷
物
の
発
注
先
選
び
で
は
、

実
制
作
に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
窓
口

と
な
る
制
作
会
社
へ
の
依
頼
が
ベ
ス
ト
。

広
告
代
理
店
や
コ
ン
サ
ル
会
社
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
を
外
注
に
頼
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

や
り
取
り
が
面
倒
な
上
、
高
額
に
な
る
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た

印
刷
会
社
も
同
様
に
、
窓
口
と
な
る
の
は

営
業
マ
ン
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
外
注
に
頼
る
た

め
、
コ
ス
ト
は
安
い
も
の
の
品
質
に
課
題

が
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
有
能
な
制
作
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
出
会
い
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
に
直

結
す
る
。
最
高
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
間
接

部
門
か
ら
企
業
風
土
を
変
革
す
る
。
あ
な

た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
成
功
を
心
よ
り
お
祈

り
す
る
。

優
先
課
題
を
ふ
ま
え

ア
イ
テ
ム
を
制
作

外
注
比
率
の
高
い
広
告
代
理
店
や
コ
ン
サ
ル

技
術
に
偏
っ
た
印
刷
会
社
や
シ
ス
テ
ム
会
社

発
注
先
選
び
は
慎
重
に
！

BRAND

MARKET RECRUITSYNERGY

IR／CSR
上場企業が株主・投資家に向けて財務情報を提供するのがIR。社会・環境への取り組みを伝えるのがCSR。

代表的なものに株主通信、アニュアル・レポート、統合報告書などがある。

社内報
主に従業員とその家族を対象とし、社内の出来事や拠点情報、

社員の近況などを定期的に伝える。カジュアルなフリーペーパーのようなスタイルも増えている。

入社案内
リクルート案内とも呼ばれ、主に新卒学生を対象として

企業の魅力を分かりやすく伝える。

会社案内
事業内容や会社概要、社長挨拶、拠点紹介など
企業の情報を網羅したパンフレットで、
幅広いステークホルダに配布する。

営業案内
商品・サービスの特徴や目的などを
紹介するパンフレット。商品点数が
多いものはカタログともいう。

広報誌
不特定多数の人 に々向けて情報を発信する定期刊行物。従来は企業活動を報告するものが多かったが、
最近は読者に役立つコンテンツを提供するものが好まれている。ニュースレター、PR誌とも呼ばれる。

理念ブック

企業理念、ミッション、ビジョン、バリューなどを社内で共有する冊子。ブランドブック、クレドカードなども同じ目的で発行される。

記念誌・社史

創業からの歴史を知り、今後の成長に活かすことを目的に編集・発行する。あ10年史、50年史など節目に制作することが多い。

Webサイト・映像
事業内容や会社概要を掲載したコーポレートサイトのほか、

採用を目的としたリクルートサイト、通販のECサイト、検索連動広告などの受皿となるLP（ランディングページ）などがある。

広

企業によって組織の悩み、優先的に解決すべき課題は異なります。

競合に押され気味で
売上が伸びていない

MARKET

会社説明会への動員が悪く、
内定辞退も多い

RECRUIT

社内交流が少なく、
組織全体に活気がない

SYNERGY

08   adLive Vol. 39 adLive Vol. 39   07



鳥
居
　
ま
ず
、
今
回
の
会
社
案
内
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
背
景
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

薄
　
以
前
の
会
社
案
内
は
、
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
内
容
を
全
て
1
冊
に
ま

と
め
て
あ
り
、
10
年
以
上
大
き
く
変

え
ず
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
形
式
だ
と
、
お
客
様
が
本

当
に
知
り
た
い
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
以

外
に
も
目
が
行
っ
て
し
ま
い
、
効
率

的
な
打
ち
合
わ
せ
の
実
施
が
難
し
い

と
い
う
話
を
営
業
部
門
の
社
員
か
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
お

客
様
が
要
求
さ
れ
て
い
る
内
容
の
み

を
説
明
で
き
る
会
社
案
内
と
営
業
案

内
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
別
の
物
流
会
社
か
ら
転
職
し
て
き

た
私
と
、
前
職
の
出
版
社
で
編
集
を

経
験
し
た
西
村
の
、
中
途
採
用
組
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。 

飯
塚
　
営
業
部
門
か
ら
「
変
え
た

い
」
と
声
が
上
が
っ
た
の
で
す
ね
。

ち
な
み
に
、
お
二
人
は
最
近
転
職
さ

れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
以

前
の
会
社
案
内
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？ 

薄
　
率
直
に
言
え
ば
、
今
の
時
代
に

合
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
ね
。 

西
村
　
私
も
、
こ
れ
は
良
く
な
い
状

態
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
10
年
以

上
使
わ
れ
て
き
た
ツ
ー
ル
で
す
が
、

そ
の
間
に
変
更
が
あ
っ
た
部
分
だ
け

修
正
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
各
ペ
ー
ジ
の
図
の
体
裁
が
不
揃

い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
つ
ぎ
は
ぎ
し

て
い
る
の
が
ひ
と
目
で
分
か
る
状
態

に
…
…
。
こ
れ
は
な
る
べ
く
早
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
ね
。

鳥
居
　
当
社
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
知
っ
た
の
で
す
か
？ 

西
村
　
検
索
で
見
つ
け
ま
し
た
。
私

は
も
と
も
と
関
西
出
身
な
の
で
、
東

京
に
は
知
っ
て
い
る
制
作
会
社
が
無

か
っ
た
の
で
す
。
製
造
業
の
物
流
を

担
う
会
社
と
い
う
と
硬
い
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
制
作
物
を

中
心
に
手
が
け
る
会
社
よ
り
も
、
デ

ザ
イ
ン
テ
イ
ス
ト
に
幅
が
あ
る
会
社

に
頼
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

各
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
制
作
物
を

見
な
が
ら
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多

い
企
業
を
中
心
に
お
声
が
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

薄
　
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
「
ア
ド
バ
ン
ド
に
は
営
業
が
い

な
い
か
ら
意
図
を
伝
え
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
西
村
の
発
言
で

す
ね
。 

西
村
　
こ
の
会
社
に
入
っ
て
営
業
が

い
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ア
ド

バ
ン
ド
を
知
っ
た
時
は
驚
き
ま
し

た
。
社
内
報
の
サ
ー
ビ
ス
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
直
接
や
り
取
り
す
る
こ
と
が

大
幅
な
時
間
短
縮
に
な
る
と
初
め
て

気
づ
い
た
ん
で
す
。 

鳥
居
　
あ
の
ペ
ー
ジ
は
当
社
で
も
こ

だ
わ
っ
て
作
っ
た
の
で
、
見
て
く
だ

さ
っ
て
嬉
し
い
で
す
！
　
三
菱
電
機

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
さ
ん
か
ら
お
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
、
最
初

は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
初
回
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
向
か
う
時
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
お
二
人
と
も
柔
ら
か
い
雰

囲
気
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
安
心

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

飯
塚
　
お
二
人
に
お
会
い
し
て
感
じ

た
の
は
、
良
い
意
味
で
「
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
会
社
ら
し
く

な
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
後
、
転

職
さ
れ
て
き
た
と
聞
い
て
納
得
し
ま

し
た
。
お
話
を
聞
く
中
で
、
今
あ
る

薄
　
ま
た
、
我
々
三
菱
電
機
グ
ル
ー

プ
内
の
ル
ー
ル
で
あ
る
表
示
標
準
に

も
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
掲
載
す
る
写
真
に
関
し
て

も
、
使
用
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
中
で
柔
軟
に
対
応
し
て

く
だ
さ
り
、
安
心
し
て
制
作
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鳥
居
　
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
で
制
作
物

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
決
ま
り
が
あ
る

た
め
、
臨
機
応
変
な
対
応
は
日
頃
か

ら
意
識
し
て
い
る
部
分
。
そ
う
言
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

飯
塚
　
ツ
ー
ル
は
昨
年
9
月
に
納
品

さ
れ
ま
し
た
が
、
社
内
の
反
響
は
い

か
が
で
す
か
？ 

薄
　
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

驚
き
の
声
と
と
も
に
「
使
い
勝
手
が

良
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
嬉
し
い
誤
算
と
し
て
、
当
社
幹

部
が
頻
繁
に
利
用
し
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
ツ
ー
ル
を
使
用
さ
れ

る
営
業
の
方
か
ら
の
評
判
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

西
村
　
営
業
か
ら
は
「
見
栄
え
も
良

く
、
頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
」
と

上
々
の
評
判
で
す
。
ま
た
全
国
各
地

か
ら
送
付
を
希
望
さ
れ
る
機
会
が
以

前
よ
り
も
増
え
ま
し
た
。

情
報
を
い
か
に
整
理
し
、
営
業
の
方

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
に
す

る
か
、
根
本
か
ら
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

鳥
居
　
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

変
わ
ら
な
い
内
容
と
変
化
し
て
い
く

情
報
の
掲
載
方
法
を
じ
っ
く
り
と
吟

味
し
、
最
終
的
に
現
在
の
形
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。 

飯
塚
　
サ
ー
ビ
ス
案
内
の
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
ご
提
案
し
ま
し

た
。
本
体
は
清
潔
感
や
大
手
企
業
と

し
て
の
信
頼
を
表
す
た
め
に
白
地

ベ
ー
ス
で
制
作
。
一
方
で
サ
ー
ビ
ス

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
事
業
の
幅
広
さ

を
訴
求
す
る
た
め
に
多
く
の
色
を

使
っ
て
表
現
す
る
よ
う
意
識
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
、
お
二
人
は
制
作
を

進
め
て
い
く
中
で
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

西
村
　
ツ
ー
ル
に
掲
載
す
る
内
容

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
拾
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ね
。
あ
る
意
味
「
丸

投
げ
」
と
も
い
え
る
お
願
い
を
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
伝
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
的
確
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
取
材
を
行

わ
ず
に
こ
こ
ま
で
で
き
る
ん
だ
！ 

と

お
二
人
の
分
析
力
・
読
解
力
に
感
心

し
ま
し
た
。 

鳥
居
　
会
社
案
内
納
品
後
、
採
用
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
当
社
に
ご

発
注
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

西
村
　
総
務
か
ら
採
用
サ
イ
ト
を
作

り
た
い
と
要
望
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
は
会
社
案
内
を
踏
襲
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
す

で
に
内
容
を
把
握
し
て
い
る
ア
ド
バ

ン
ド
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
も
お

願
い
し
た
ほ
う
が
、
効
率
的
で
良
い

も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
ん

で
す
。 

飯
塚
　
制
作
の
際
は
、
社
員
の
仕
事

ぶ
り
を
見
せ
る
こ
と
を
ご
提
案
し
ま

る
仕
事
の
様
子
を
も
っ
と
前
面
に
出

す
こ
と
で
、
学
生
の
視
野
が
広
が
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
業
界
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
ね
。
物

流
業
界
と
聞
く
と
不
十
分
な
就
業
環

境
に
注
目
が
集
ま
り
ま
す
が
、
御
社

の
場
合
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
た

だ
、
待
遇
や
福
利
厚
生
ば
か
り
を
訴

求
す
る
の
も
良
く
な
い
の
で
、
情
報

量
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

飯
塚
　
入
社
す
れ
ば
ど
ん
な
未
来
を

描
け
る
の
か
、
夢
の
部
分
も
膨
ら
ま

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
物
が
動
く
こ

と
で
社
会
に
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う

な
、
大
き
な
仕
事
に
携
わ
れ
る
と
訴

求
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
ね
。 

薄
　
ご
理
解
い
た
だ
き
嬉
し
い
で

す
。
私
た
ち
は
会
社
の
中
に
い
る
か

ら
こ
そ
見
え
る
部
分
が
あ
る
一
方

で
、
気
づ
け
て
い
な
い
側
面
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
外
部
の
視
点
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
提
案
し
て
く
だ
さ
る
の
は

有
難
い
で
す
ね
。

飯
塚
　
今
後
お
取
引
を
継
続
し
て
い

く
上
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
点
や
期

し
た
ね
。 

西
村
　
現
在
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ

ト
は
事
業
内
容
の
紹
介
が
メ
イ
ン
で

す
。
し
か
し
、
学
生
目
線
で
考
え
る

と
、
そ
の
会
社
が
何
を
し
て
い
る
か

よ
り
も
ど
ん
な
人
が
働
い
て
い
る
か

の
ほ
う
が
気
に
な
る
と
思
っ
た
ん
で

す
。
飯
塚
さ
ん
、
鳥
居
さ
ん
か
ら
も

「
も
っ
と
人
を
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
ご
提
案
い
た
だ
い
た
の
で
、

社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
を
決
め

ま
し
た
。 

薄
　
現
状
の
採
用
で
は
、
学
生
の
志

望
す
る
部
署
が
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
も
問
題
で
す
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
仕
事
を
し
た
い
」
と
考
え
る
人
は

国
際
物
流
を
希
望
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
部
署
で
も
海
外
輸
送
に
携
わ

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
。
社
員
に
よ

待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

西
村
　
こ
う
言
っ
て
は
な
ん
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
趣
旨
を
外
し
た
依

頼
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
そ
の
場
合
は
積
極
的
に
「
こ
う

し
た
ら
い
い
の
で
は
？
」
と
提
案
し

て
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
で
す
。 

薄
　
期
待
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
ツ
ー
ル
を

制
作
し
、
幅
広
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
経
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
お
互

い
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
別
の

案
件
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

飯
塚
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

物
流
業
界
に
対
し
て
も
ま
だ
ま
だ
知

識
不
足
な
の
で
、
今
後
も
勉
強
を
続

け
ま
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
現
場
も
見
学
し
た
い
で
す
ね
。
実

際
に
仕
事
の
流
れ
や
仕
組
み
を
体
感

す
る
こ
と
で
、
今
後
も
地
に
足
の
つ

い
た
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の

は
ツ
ー
ル
の
完
成
で
は
な
く
、
お
客

様
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
今
ま
で
に
な
い
発
想
で
提
案

し
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
で
御
社
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

会社案内、そして製品やサービスを紹介する営業案内は、企業の顔ともいえるツール。

しかし、どのように情報を掲載すれば自社の魅力が伝わるか、

お悩みのご担当者様も多いのではないでしょうか。

そこで今回は、当社に会社案内の制作をご発注いただいた三菱電機ロジスティクス株式会社の

薄様と西村様にご登場いただき、制作を担当した当社の飯塚、鳥居がお話を伺いました。

営業担当者のポテンシャルを
最大限に引き出す会社案内を制作

三菱電機グループの物流会社。主に三菱電機グループ内の物流

を担当し、家電や半導体、産業機器など幅広い製品を取り扱う。

1958年の設立から蓄積してきたノウハウと先進のロジスティク

ス技術、さらには世界64か国を結ぶグローバルなネットワークを

活用し、多彩なサービスを提供する。

https://www.mdlogis.co.jp

三菱電機ロジスティクス株式会社 様

三菱電機ロジスティクス株式会社：西村様（左中） 薄様（右中）／アドバンド デザイナー：鳥居（左端） 飯塚（右端）
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鳥
居
　
ま
ず
、
今
回
の
会
社
案
内
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
背
景
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

薄
　
以
前
の
会
社
案
内
は
、
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
内
容
を
全
て
1
冊
に
ま

と
め
て
あ
り
、
10
年
以
上
大
き
く
変

え
ず
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
こ
の
形
式
だ
と
、
お
客
様
が
本

当
に
知
り
た
い
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
以

外
に
も
目
が
行
っ
て
し
ま
い
、
効
率

的
な
打
ち
合
わ
せ
の
実
施
が
難
し
い

と
い
う
話
を
営
業
部
門
の
社
員
か
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
お

客
様
が
要
求
さ
れ
て
い
る
内
容
の
み

を
説
明
で
き
る
会
社
案
内
と
営
業
案

内
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
別
の
物
流
会
社
か
ら
転
職
し
て
き

た
私
と
、
前
職
の
出
版
社
で
編
集
を

経
験
し
た
西
村
の
、
中
途
採
用
組
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。 

飯
塚
　
営
業
部
門
か
ら
「
変
え
た

い
」
と
声
が
上
が
っ
た
の
で
す
ね
。

ち
な
み
に
、
お
二
人
は
最
近
転
職
さ

れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
以

前
の
会
社
案
内
を
ご
覧
に
な
っ
て
ど

う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？ 

薄
　
率
直
に
言
え
ば
、
今
の
時
代
に

合
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
ね
。 

西
村
　
私
も
、
こ
れ
は
良
く
な
い
状

態
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
10
年
以

上
使
わ
れ
て
き
た
ツ
ー
ル
で
す
が
、

そ
の
間
に
変
更
が
あ
っ
た
部
分
だ
け

修
正
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
各
ペ
ー
ジ
の
図
の
体
裁
が
不
揃

い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
つ
ぎ
は
ぎ
し

て
い
る
の
が
ひ
と
目
で
分
か
る
状
態

に
…
…
。
こ
れ
は
な
る
べ
く
早
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
ね
。

鳥
居
　
当
社
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
知
っ
た
の
で
す
か
？ 

西
村
　
検
索
で
見
つ
け
ま
し
た
。
私

は
も
と
も
と
関
西
出
身
な
の
で
、
東

京
に
は
知
っ
て
い
る
制
作
会
社
が
無

か
っ
た
の
で
す
。
製
造
業
の
物
流
を

担
う
会
社
と
い
う
と
硬
い
印
象
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
制
作
物
を

中
心
に
手
が
け
る
会
社
よ
り
も
、
デ

ザ
イ
ン
テ
イ
ス
ト
に
幅
が
あ
る
会
社

に
頼
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

各
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
制
作
物
を

見
な
が
ら
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多

い
企
業
を
中
心
に
お
声
が
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

薄
　
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
「
ア
ド
バ
ン
ド
に
は
営
業
が
い

な
い
か
ら
意
図
を
伝
え
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
西
村
の
発
言
で

す
ね
。 

西
村
　
こ
の
会
社
に
入
っ
て
営
業
が

い
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ア
ド

バ
ン
ド
を
知
っ
た
時
は
驚
き
ま
し

た
。
社
内
報
の
サ
ー
ビ
ス
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
直
接
や
り
取
り
す
る
こ
と
が

大
幅
な
時
間
短
縮
に
な
る
と
初
め
て

気
づ
い
た
ん
で
す
。 

鳥
居
　
あ
の
ペ
ー
ジ
は
当
社
で
も
こ

だ
わ
っ
て
作
っ
た
の
で
、
見
て
く
だ

さ
っ
て
嬉
し
い
で
す
！
　
三
菱
電
機

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
さ
ん
か
ら
お
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
、
最
初

は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
初
回
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
向
か
う
時
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
お
二
人
と
も
柔
ら
か
い
雰

囲
気
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
安
心

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

飯
塚
　
お
二
人
に
お
会
い
し
て
感
じ

た
の
は
、
良
い
意
味
で
「
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
会
社
ら
し
く

な
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
後
、
転

職
さ
れ
て
き
た
と
聞
い
て
納
得
し
ま

し
た
。
お
話
を
聞
く
中
で
、
今
あ
る

薄
　
ま
た
、
我
々
三
菱
電
機
グ
ル
ー

プ
内
の
ル
ー
ル
で
あ
る
表
示
標
準
に

も
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
掲
載
す
る
写
真
に
関
し
て

も
、
使
用
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い

も
の
が
あ
る
中
で
柔
軟
に
対
応
し
て

く
だ
さ
り
、
安
心
し
て
制
作
を
任
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鳥
居
　
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
で
制
作
物

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
決
ま
り
が
あ
る

た
め
、
臨
機
応
変
な
対
応
は
日
頃
か

ら
意
識
し
て
い
る
部
分
。
そ
う
言
っ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

飯
塚
　
ツ
ー
ル
は
昨
年
9
月
に
納
品

さ
れ
ま
し
た
が
、
社
内
の
反
響
は
い

か
が
で
す
か
？ 

薄
　
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

驚
き
の
声
と
と
も
に
「
使
い
勝
手
が

良
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
嬉
し
い
誤
算
と
し
て
、
当
社
幹

部
が
頻
繁
に
利
用
し
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
ツ
ー
ル
を
使
用
さ
れ

る
営
業
の
方
か
ら
の
評
判
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

西
村
　
営
業
か
ら
は
「
見
栄
え
も
良

く
、
頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
」
と

上
々
の
評
判
で
す
。
ま
た
全
国
各
地

か
ら
送
付
を
希
望
さ
れ
る
機
会
が
以

前
よ
り
も
増
え
ま
し
た
。

情
報
を
い
か
に
整
理
し
、
営
業
の
方

に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
に
す

る
か
、
根
本
か
ら
考
え
直
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

鳥
居
　
提
案
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

変
わ
ら
な
い
内
容
と
変
化
し
て
い
く

情
報
の
掲
載
方
法
を
じ
っ
く
り
と
吟

味
し
、
最
終
的
に
現
在
の
形
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。 

飯
塚
　
サ
ー
ビ
ス
案
内
の
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
ご
提
案
し
ま
し

た
。
本
体
は
清
潔
感
や
大
手
企
業
と

し
て
の
信
頼
を
表
す
た
め
に
白
地

ベ
ー
ス
で
制
作
。
一
方
で
サ
ー
ビ
ス

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
事
業
の
幅
広
さ

を
訴
求
す
る
た
め
に
多
く
の
色
を

使
っ
て
表
現
す
る
よ
う
意
識
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
で
、
お
二
人
は
制
作
を

進
め
て
い
く
中
で
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

西
村
　
ツ
ー
ル
に
掲
載
す
る
内
容

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
拾
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ね
。
あ
る
意
味
「
丸

投
げ
」
と
も
い
え
る
お
願
い
を
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
伝
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
が
的
確
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
取
材
を
行

わ
ず
に
こ
こ
ま
で
で
き
る
ん
だ
！ 

と

お
二
人
の
分
析
力
・
読
解
力
に
感
心

し
ま
し
た
。 

鳥
居
　
会
社
案
内
納
品
後
、
採
用
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
当
社
に
ご

発
注
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

西
村
　
総
務
か
ら
採
用
サ
イ
ト
を
作

り
た
い
と
要
望
が
あ
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
は
会
社
案
内
を
踏
襲
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
す

で
に
内
容
を
把
握
し
て
い
る
ア
ド
バ

ン
ド
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作
も
お

願
い
し
た
ほ
う
が
、
効
率
的
で
良
い

も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
ん

で
す
。 

飯
塚
　
制
作
の
際
は
、
社
員
の
仕
事

ぶ
り
を
見
せ
る
こ
と
を
ご
提
案
し
ま

る
仕
事
の
様
子
を
も
っ
と
前
面
に
出

す
こ
と
で
、
学
生
の
視
野
が
広
が
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
業
界
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
ね
。
物

流
業
界
と
聞
く
と
不
十
分
な
就
業
環

境
に
注
目
が
集
ま
り
ま
す
が
、
御
社

の
場
合
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
た

だ
、
待
遇
や
福
利
厚
生
ば
か
り
を
訴

求
す
る
の
も
良
く
な
い
の
で
、
情
報

量
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

飯
塚
　
入
社
す
れ
ば
ど
ん
な
未
来
を

描
け
る
の
か
、
夢
の
部
分
も
膨
ら
ま

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
物
が
動
く
こ

と
で
社
会
に
変
化
を
も
た
ら
す
よ
う

な
、
大
き
な
仕
事
に
携
わ
れ
る
と
訴

求
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
ね
。 

薄
　
ご
理
解
い
た
だ
き
嬉
し
い
で

す
。
私
た
ち
は
会
社
の
中
に
い
る
か

ら
こ
そ
見
え
る
部
分
が
あ
る
一
方

で
、
気
づ
け
て
い
な
い
側
面
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
外
部
の
視
点
か
ら
い

ろ
い
ろ
と
提
案
し
て
く
だ
さ
る
の
は

有
難
い
で
す
ね
。

飯
塚
　
今
後
お
取
引
を
継
続
し
て
い

く
上
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
点
や
期

し
た
ね
。 

西
村
　
現
在
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ

ト
は
事
業
内
容
の
紹
介
が
メ
イ
ン
で

す
。
し
か
し
、
学
生
目
線
で
考
え
る

と
、
そ
の
会
社
が
何
を
し
て
い
る
か

よ
り
も
ど
ん
な
人
が
働
い
て
い
る
か

の
ほ
う
が
気
に
な
る
と
思
っ
た
ん
で

す
。
飯
塚
さ
ん
、
鳥
居
さ
ん
か
ら
も

「
も
っ
と
人
を
出
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
ご
提
案
い
た
だ
い
た
の
で
、

社
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
を
決
め

ま
し
た
。 

薄
　
現
状
の
採
用
で
は
、
学
生
の
志

望
す
る
部
署
が
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
も
問
題
で
す
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
仕
事
を
し
た
い
」
と
考
え
る
人
は

国
際
物
流
を
希
望
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
部
署
で
も
海
外
輸
送
に
携
わ

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
。
社
員
に
よ

待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

西
村
　
こ
う
言
っ
て
は
な
ん
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
趣
旨
を
外
し
た
依

頼
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
そ
の
場
合
は
積
極
的
に
「
こ
う

し
た
ら
い
い
の
で
は
？
」
と
提
案
し

て
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
で
す
。 

薄
　
期
待
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
ツ
ー
ル
を

制
作
し
、
幅
広
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
経
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
お
互

い
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
つ
つ
、
別
の

案
件
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

飯
塚
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

物
流
業
界
に
対
し
て
も
ま
だ
ま
だ
知

識
不
足
な
の
で
、
今
後
も
勉
強
を
続

け
ま
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
現
場
も
見
学
し
た
い
で
す
ね
。
実

際
に
仕
事
の
流
れ
や
仕
組
み
を
体
感

す
る
こ
と
で
、
今
後
も
地
に
足
の
つ

い
た
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

鳥
居
　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の

は
ツ
ー
ル
の
完
成
で
は
な
く
、
お
客

様
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
今
ま
で
に
な
い
発
想
で
提
案

し
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
え
る
関
係

を
築
く
こ
と
で
御
社
の
発
展
に
貢
献

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

今後も幅広いツールを制作し
レベルアップを期待します。

お二人の分析力・読解力に
感心しました。

採
用
サ
イ
ト
の
刷
新
も

引
き
続
き
依
頼

今
後
の
ア
ド
バ
ン
ド
に

期
待
し
て
い
る
こ
と

▲ チャートでサービスを見やすく。

▲ 事業の全体像を見渡せるページ。
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電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Q
R
コ
ー

ド
決
済
な
ど
、
現
金
を
使
用
せ
ず
に
買
い
物
を
す
る

〝
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
〞
が
世
界
的
な
規
模
で
急
速

に
進
ん
で
い
る
。

そ
の
代
表
例
が
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
先
進
国
」
と

よ
ば
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
。

90
年
代
初
頭
に
直
面
し
た
金
融
危
機
を
発
端
に
、
国

を
挙
げ
て
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

や
、
現
金
強
奪
な
ど
の
犯
罪
対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
て
き
た
背
景
が
あ
り
、
す
で
に

公
共
交
通
機
関
で
は
現
金
が
利
用
で
き
な
い
ほ
か
、

街
中
に
は
「
現
金
お
断
り
」
の
看
板
を
掲
げ
る
店
も

珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
同
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
加
速
さ
せ
た
の
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
決

済
ア
プ
リ
の
「
S
w
i
s
h
」
で
あ
る
。

2
0
1
2
年
、
政
府
の
脱
税
対
策
や
中
央
銀
行
の

コ
ス
ト
削
減
、
民
間
銀
行
に
よ
る
盗
難
対
策
の
た
め

に
6
つ
の
主
要
銀
行
に
よ
っ
て
共
同
開
発
さ
れ
た
も

の
で
、
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
す
れ
ば
即
時
に
決
済
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
に
手
数
料

が
か
か
ら
ず
、
A
T
M
か
ら
現
金
を
下
ろ
す
よ
り
も

お
得
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
5

年
で
今
や
国
民
の
半
数
以
上
が
「
S
w
i
s
h
」
を

利
用
し
て
お
り
、
〝
現
金
を
持
ち
歩
か
な
い
〞
と
い

う
考
え
が
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で

は
偽
札
や
脱
税
の
防
止
策
と
し
て
、
韓
国
で
は
ア
ジ

ア
通
貨
危
機
の
打
開
策
と
し
て
政
府
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
利
用
促
進
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
で

も
同
様
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
。

日
本
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
経
済
産
業
省
は

2
0
2
5
年
に
開
催
さ
れ
る
大
阪
万
博
に
向
け
て

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
打
ち
出
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
2
0
2
5
年
ま
で
に

40
％
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
と
発
表
し

た
。
金
融
機
関
や
カ
ー
ド
会
社
だ
け
で
な
く
、
通

信
・
I
T
業
界
や
流
通
・
小
売
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
が
決
済
サ
ー
ビ
ス
や
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
を
開
始
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
銀
行
口
座
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
支
払
え
る
、
「
P
a
y
P
a
y
」
と
い
う
モ

バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
。
支
払
額
の
20
％
が

P
a
y
P
a
y
ボ
ー
ナ
ス
で
還
元
さ
れ
る
、
40
回
に

1
回
の
確
率
で
支
払
額
の
全
額
が
P
a
y
P
a
y

ボ
ー
ナ
ス
で
還
元
さ
れ
る
な
ど
の
「
1
0
0
億
円
あ

げ
ち
ゃ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
話
題
を
集
め
た
。

と
は
言
え
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
諸
外
国
と
比
べ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
実

だ
。
日
本
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
遅
れ
て
い
る
の

は
、
通
貨
へ
の
信
認
が
高
く
、
ま
た
全
国
ど
こ
で
も

気
軽
に
使
え
る
イ
ン
フ
ラ
（
A
T
M
）
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
治
安
も
悪
く

な
い
た
め
、
現
金
を
持
ち
歩
い
て
も
安
全
で
あ
り
、

偽
札
も
ほ
ぼ
出
回
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
国

と
比
べ
て
現
金
決
済
の
比
率
が
高
い
の
で
あ
る
。
だ

が
、
今
ま
さ
に
日
本
は
「
現
金
を
持
ち
歩
か
な
い
」

と
い
う
選
択
肢
を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
な
の
だ
。
そ

れ
に
は
大
き
く
3
つ
の
理
由
が
あ
る
。

1
つ
目
は
、
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
増
」
だ
。
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
と
旅
行
消
費
額
は
年
々
右
肩
上

が
り
で
増
加
し
て
い
る
。
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
に

と
っ
て
、
現
金
し
か
使
え
な
い
場
所
が
多
い
の
は
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
大
阪
万
博
に
向
け
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
観
光
客
向
け
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
大
き
な
機
会
損
失
が
発
生
す
る
場
合
も
あ

る
だ
ろ
う
。
2
つ
目
は
「
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」

だ
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
で
日
本
の
生
産
年
齢
人
口

は
す
で
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
進
め
ば
、
生
産
性

向
上
に
も
大
き
な
期
待
が
持
て
る
。
3
つ
目
は
「
コ

ス
ト
面
」
。
現
金
を
円
滑
に
流
通
さ
せ
る
た
め
に
は

意
外
に
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。
日
本
で
流
通
し
て
い
る

現
金
は
約
8
兆
円
と
言
わ
れ
る
が
、
リ
ス
ク
の
つ
き

ま
と
う
現
金
を
管
理
し
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
人
件

費
や
A
T
M
の
設
備
投
資
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
膨
大
な
経
費
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
も
政
府
や
企

業
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
す
る
大
き
な
動
機

と
な
っ
て
い
る
。

今
後
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
行
し
、
日
本
国
内

の
決
済
手
段
が
電
子
に
完
全
移
行
す
れ
ば
、
決
済
の

手
段
は
多
様
化
し
、
直
接
現
金
を
持
ち
歩
く
こ
と

や
、
受
け
渡
し
す
る
よ
う
な
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
取
引
記
録

の
デ
ー
タ
化
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
お
金
の
管
理
が

容
易
に
な
る
、
税
金
の
納
付
が
簡
素
化
さ
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
」
の
動
き
を
受
け
、
日
本
の
経
済
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
動
向
に
注
目

し
た
い
。

連
載 

第
6
回

　見
え
な
い
お
金
が
動
か
す
世
界
の
経
済

文
・
鎌
倉 

実
咲

adLive Vol. 39   1314   adLive Vol. 39



アドバンド株式会社
〒171－0022
東京都豊島区南池袋
２‒３２‒１２ タクト４ビル 3F
TEL.03－5952－0082

［アドリブ］
2019年1月発行

三菱電機ロジスティクス株式会社

アートディレクション

デザイン

コピーライティング

イラストレーション

中野 道良

岡田 芳仁

中野 道良

助川 純

鎌倉 実咲

松本 佳澄

Editor & Staff

Special Thanks

Information
印刷物などの制作をお考えの方に、資料を無料にて送付いたします。当社Webサイトよりお気軽にお問い合わせください。
●会社案内　●社内報　●リクルート案内　●営業案内（商品・サービス）　●株主通信　●記念誌　●Webサイト

編集後記
今年の冬は、平年よりも暖かくな
る可能性が高いというニュースを
耳にしました。超がつくほど寒がり
の自分にはありがたいお話です
が、油断は禁物。社内でも体調不
良の方がちらほらと。乾燥の季
節、みなさまも体調管理を徹底
し、元気にお過ごしください。さ
て、今号のアドリブはいかがでし
たか。特集テーマは「間接部門の
逆襲」ということで、何だか鬼気
迫るものがありますね。普段なか
なかフォーカスされない部門かも
しれませんが、実は会社の未来の
鍵を握る超重要ポジションなので
す。間接部門の強化は、組織の成
長に直結します。今一度スポット
をあて、今後不可欠となってくる
広報・マーケティングの戦略を打
ち立ててみてください。 （M.K）

1901N05

23区内の駅の手作りくじを引き、街歩
きをしてイラストマップをつくる！とい
う趣味を始めました。一番最近は「矢
口渡」駅へ。地方から上京した自分に
とって、いろんな東京を知れることが
楽しいです。頻度は高くないですが、
マイペースに続けようと思います。

Staff Voice
くじ引きで東京散策

Staff Voice 何度も言いたくなる言葉

（S.H）

（M.K）

「企画に必要なスキルを身に
つける!」をテーマに、企業
ツールの全体像を学ぶ講義
や紙媒体制作時のサンプル
探し、営業力強化を目的に、
企画書作りやこれまでの営
業活動の振り返りを実施。各
講義、内容盛りだくさんで充
実した勉強会となりました。

News オフィス移転からもうすぐ１年!

オフィスを移転したのが昨年
2月。新たな拠点に移り、もう
すぐで1年が経とうとしてい
ます。移転前や直後は何かと
バタバタしましたが、今はすっ
かり慣れました。春から社員
も増えるため、今は少し大き
く感じるオフィスもちょうどい
い広さになりそうですね。

News インタビューが掲載されました

パートナー企業のHPに当社代
表のインタビューが掲載されま
した。「Webマーケティングっ
て実際どう?」「リスティング広
告で商品やサービスを売りた
い.. .」と考えている方、当社
ホームページのトピックスペー
ジからリンクに飛べますのでぜ
ひ読んでみてください。

11月、取材で京都のサントリー
山崎蒸溜所へ。ウイスキーの銘
柄「山崎」を製造している工場
です。お土産コーナーに立ち
寄った際、ふと母の好物である
ことを思い出し、ウイスキーボ
ンボンを買って帰りました。ウ
イスキーボンボン…可愛い語
感で何だか好きです。

News 内定式&懇親会を開催しました!

10月1日、アドバンド株式会社では2019年度入社予定者
の内定式＆懇親会を開催しました。来年は新たに5名の新入
社員を迎える予定です。実は、これだけの人数を一度に採
用するのは会社としても初の試みです。内定者のみなさん、
改めましてアドバンドを選んでいただきありがとうございま
す。春からまた一段とオフィスが賑やかになります。まだまだ
先かと思いきや、あと3ヶ月ほど。あっという間ですね。4月
からみなさんと一緒に働けることを今からとても楽しみにし
ています。残りの学生生活も思う存分満喫してくださいね。

News 社内勉強会を実施 Take Free!
本誌は広報ご担当者様に有益な
情報を、定期的に発信する無料
情報誌です。今後、定期購読を
希望される方は、お気軽にお申
し込みください。

件名に「adLive希望」、
本文に社名・部署名・氏名・住所を
ご記入ください。

info@adband.co.jp�
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